
平成１６年４月に開設された香川大学大学院地域マネジメント研究科は、地域活性化に貢献する実践

的人材を育成するビジネススクールです。この度２０１９年度入学第１６期生企画によるシンポジウム

を開催いたします。 

香川県および瀬戸内圏の「地域活性化」に資する新時代にふさわしいテーマを問い続けるなかで、本

年度開催中の瀬戸内国際芸術祭を支えるさまざまな「視点」に目を向け、「声」に耳を傾けることに注目

し、さまざまな角度からコト・モノを見つめ直し、考えることの重要性をあらためて実感するとともに、

地域の未来を担う学生・社会人ら仲間とともに学ぶ場を提供いたします。 

多くの方々のご参加をお待ちしております。 
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瀬戸内国際芸術祭の光と影～未来に向けて～ 

 

 
日 時：令和元年 9 月 14 日（土）14:00 ～17:00（開場 13:30） 
       
場 所：香川大学幸町北キャンパス オリーブスクエア 2 階 多目的ホール  

香川県高松市幸町 1-1 車でのご来校はご遠慮ください。近隣駐車場のご利用をお願いいたします。 
 
プログラム（予定） 
   14:00    開会・研究科長の挨拶 

14:05～15:05 第一部 【パネリストによる発表】瀬戸内国際芸術祭 2019 私たちの「視点」 
         ＜パネリスト＞ 
          五十嵐 靖晃 氏（アーティスト、瀬戸内国際芸術祭参加作家） 
          石川 万里子 氏（直島本村地区住民） 
          小坂 有資 氏 （香川大学大学教育基盤センター特命講師） 
          高橋 暢茂 氏 （特定非営利活動法人瀬戸内こえびネットワーク） 
          武岡 采香 氏 （京都工芸繊維大学建築・デザイン課程 1 年生） 
   15:05～15:30 第二部 【学生プレゼンテーション】瀬戸内国際芸術祭の「光と影」について 
   15:30～15:40 休憩 
   15:40～16:00 第三部 【スペシャリストによる提言】地域活性化の「視点」 
          藤丸 正明 氏 （株式会社地域活性局 代表取締役）          
   16:00～17:00 第四部 【パネルディスカッション】瀬戸内国際芸術祭 2019 私たちの「声」 
          上記 5 名のパネリストによるディスカッション  

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 鴨居 真理子（西日本放送アナウンサー、地域マネジメント研究科第 16 期生） 
   17:00     閉会 
 
定 員： 200 名（参加無料・申込先着順） 

ご参加希望の方は、下記 URL もしくは QR コードにアクセスして申し込みください。9月 13 日（金） 

18 時まで申し込み受付いたします。なお、当日空席がある場合は、先着順で受け付けます。 
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 問い合わせ先 

   香川大学大学院地域マネジメント研究科 武内・磯崎 

〒760-8523 香川県高松市幸町 2-1 

TEL：087-832-1955  FAX：087-832-1988  

E-mail：gsm-office@gsm.kagawa-u.ac.jp 

HP： http://www.gsm.kagawa-u.ac.jp 






